
第 13 回 香川県糖尿病療養指導士看護ネットワーク 

「Q の会」総会および研修会のご案内 

謹啓  

『第 13 回香川県糖尿病療養士看護ネットワーク Q の会研修会』では「薬物療法とリスクマネジメント」をテーマに

研修会を開催いたします。このたびの東北太平洋沖地震では、糖尿病患者さんたちも多く被災されました。日々のイン

スリン注射の不足や避難所生活での療養継続の難しさ等の窮状が報道されるにつれ、糖尿病の薬物療法の重要性を改め

て認識しています。このような時期だからこそ、改めて、薬物療法の基本に立ち返り、その意義・方法について考える

必要があると考えています。 

薬物療法は食事療法、運動療法と並ぶ重要な治療です。近年研究と開発が進み、新薬も次々に登場しています。今回

は、その新薬を中心とした糖尿病治療薬の内服薬および注射薬について学び、薬物療法の意義を再確認し、日々の療養

指導に役立てたいと思います。さらにリスクマネジメントの観点から、事故を未然に防ぐための必要な知識とスキルを

身につけたいと考えています。多くの方の研修会へのご参加を心よりお待ちしています。 

なお、本研修会は糖尿病療養指導士「認定更新のための研修単位」＜第 1 群・第 2 群＞単位申請中です。 

謹白 

記 

日時：20011 年 7 月 3 日（日）10：00～15：50 

場所：香川大学医学部 看護学科教育研究棟 3 階 305 教室  香川県木田郡三木町池戸 1750－1 

定員：70 名  

参加費：「Q の会」会員無料  非会員 2000 円 

申込期限：2011 年 6 月 10 日（金）必着 

申し込み方法：同封のはがきに必要事項を記入してお送り下さい。参加・不参加いずれの場合も記入してお送り下さい。 

総会に欠席される方は委任状の記入もお願いします。  

〒763-8502 丸亀市城東町 3-3-1 香川労災病院 外来 吉川照美宛 

＊電話・FAX でのお問い合わせはお受けできませんのでご了承下さい。 

 

メインテーマ  『薬物療法とリスクマネジメント』 

《プログラム》 

9：30～9：50        受付               

9：50～10：00      オリエンテーション         総合司会   坂出市立病院 看護師 松内香織 

             開会の辞      日本糖尿病･看護学会 ネットワーク委員 Q の会会長  宮武陽子 

10：00～11：30   講演「糖尿病治療薬を適正に使用するための療養指導ポイント?自己注射指導を例に?」   

講師  新潟薬科大学薬学部臨床薬学研究室 准教授  朝倉俊成先生                             

                 座長     屋島総合病院 看護師   原渕美千代 

11：30～12：30    休憩 

12：30～13：30    講義  「糖尿病看護のリスクマネジメント」  

      講師 香川大学医学部付属病院医療安全管理部 専任リスクマネージャー 豊嶋克美先生 

 座長    香川大学医学部付属病院 看護師   鳥居洋子 

13：30～13：50    休憩                       

13：50～15：50    グループディスカッション  「インシデントの分析」  

     司会 香川大学医学部付属病院 看護師   鳥居洋子 

            事例 1 検査のため絶食であったがインスリンを打って低血糖をおこした事例 

                事例提供者  香川労災病院 看護師 吉川照美 

            事例 2 薬剤名の確認不足により、指示された薬剤と違うインスリンを注射した事例 

          事例提供者  香川大学医学部附属病院  看護師 藤本さとし 

15：50        閉会の辞 

 尚、Q の会会員の方は引き続き 16 時から総会を開催しますので、ご出席をお願いします。 

 

共催：香川県糖尿病療養指導士看護ネットワーク「Qの会」、日本糖尿教育・看護学会、日本イーライリリー株式会社 
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【問合せ先】 

日本イーライリリー株式会社 大阪支店 高松分室 糖尿病・成長ホルモン事業本部  

〒760-0023 高松市寿町 1-1-8 日本生命高松駅前ビル 5F  木谷 俊晴  

TEL：087-823-7964  FAX：087-823-7970 E-mail：kidani_toshiharu@lilly.com 

 


